










【要約】B 型肝炎母子感染防止事業の費用便益を検討する目的て B 型肝炎ウイルスの母子

感染により発生する慢性肝疾患の患者数についてシミュレーションモデルを構築した。日

本全国規模で行われた prospective study をもとに 1年間のキャリアー発生数を算出し、

各疾患の年間進展率、年間 seroconversion 率、年間死亡率などを設定して 30～60 歳の推

定患者数のシミュレーシヨンモデルを構築した。また医療費は診療報酬点数から算出し、

予防処置の費用は検査、HBIG、HB ワクチンの単価と年間使用数から算出した。モデルに

対する影響が大きい無症候性キャリアーから慢性活動性肝炎への年間進展率を 3%と 5%に

設定し sensitive analysis を行った。この結果年間進展率を 3%とすると純便益は 514,365

千円、費用便益比は 1.56、年間進展率を 5%とすると純便益は 969,517 千円、費用便益比

は 2.04 であった。


